
目的

２

マップ

主催

・区内のいろいろな活動や団体の現場をみんなで訪れよう！

・現場の良さや課題をみんなで考えよう！

火2019/10/1 　12:30～19:00

宮前区

企画：キックオフミーティング３班

現地ツアー
“みやまえ取り組み隊”

「希望のシナリオ」
実現プロジェクト

宮前区の
（仮称）

お名前：

鷺沼・土橋・宮前平
コース

ゴール！ゴール！

スタート！

宮前区役所まちづくり推進部企画課  ｜ コース担当：髙橋 瑛乃

ここわサロン

まちかどシェア
（住まいと暮らしのコンシェルジュ）

土橋町内会の活動
（土橋会館）

地域子育て支援センター
さぎぬま

鷺沼ふれあい広場
（カッパーク鷺沼）
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宮前平駅宮前平駅

鷺沼駅鷺沼駅



鷺沼ふれあい広場｜ 「カッパーク鷺沼」内

写真：宮前まち倶楽
部

地域子育て支援センターさぎぬま

プログラムと訪問先の紹介

集合：鷺沼駅、ツアーの目的や注意事項のご説明

地域子育て支援センターさぎぬま 出発

時間 内容

○センターの活動紹介と見学

○施設紹介と見学

13：20

13：45

▶どんな手続きをすると使えるの？

▶どんな使い方ができるの？

▶どんな使い方が
できるの？

まちかどシェアの
会場にもなる

「住まいと暮らしの
コンシェルジュ」
の前を通ります！

カッパーク鷺沼 出発14：30

（土橋３丁目１）

（鷺沼２丁目１）

（鷺沼３丁目１-２）

memo

12：30

12：50
親子でのびのび過ごせる広いお部屋とお庭が大人気！０歳～小学校就学
前の乳幼児とその保護者を対象に、親子の交流と遊びの場の提供や、子
育てに関する相談や講座を実施しています。

「カッパーク鷺沼」は、鷺沼プールの跡地に平成 18 年４月にオープンし
た複合施設。土橋小学校、鷺沼ふれあい広場、フロンタウンさぎぬま、
さぎ沼なごみ保育園の４つの施設からなっており、子どもから大人まで
さまざまな世代の人に利用されています。

 

徒歩 15分程度・約１km

徒歩 10分程度・900 m

徒歩６分程度・600m

まちかどシェア
人の行き交う鷺沼駅前の「住まいと暮らしのコンシェルジュ」の前は、　
「まちかどシェア」が行われる日には、人との出会いや新たなつながりが
生まれる場へと、生まれ変わります。
９月 14 日に行われた「まちかどシェア」では、第２会場として、フレ
ルさぎ沼正面入口横イベントスペースにも、ダンボール図書館やカフェ
コーナーなどが誕生し、ワークショップも行われました。ツアーのはじ
めに「いつもの鷺沼駅前」を観察してみよう！

カッパーク鷺沼
イメージキャラクター
カッちゃん



「まちかどシェア」の活動の話を聞こう

土橋町内会の活動｜回覧物の仕分け

訪問先で伺ったお話をみんなでふり返ろう

○ここわサロンの見学と活動の紹介
ホスト：ここわサロン 小久保 富久子さん、横山 香緒里さん

○ サロンでドリンクをいただこう！　＊ 希望者のみ 100 円　　

○まちかどシェアの紹介
ホスト：宮前まち倶楽部 辻 麻里子さん

宮前平駅前スペース ここわ 出発

宮前平駅前スペース ここわ 到着

現地解散

16：30

15：40

16：10

17：00

○回覧物の仕分けを見学しよう！
○土橋町内会の活動紹介　  ホスト：土橋町内会 柴原 忠男さん
○振り返りシートに記入しよう

○活動のうまくいっていることは？困っていることは？
○どんな「しかけ」「しくみ」「ノウハウ」があれば、
活動の手助けになりそう？

19：00

みんなの聞いてみたい！ポイントミ
ーテ

ィング①

7
15
▶「ごちゃまぜ」 の思想のその先の展開を知りたい！
▶どんな活動グループがあるのかを知りたい
▶起業家支援やインキュベーション等を行う予定は？

▶誰でも気軽に利用していいの？
▶どんな使い方ができるの？

ここ
までの

時間

（宮前平１丁目 10-17）

（土橋２丁目 13-2）

写

真：宮前まち倶楽
部

memo

防災や美化活動などの地域活動の中心は、区内68の町内会・自治会が担っ
ています。様々な活動がありますが、毎月１回夜に土橋会館で行ってい
る「回覧物の仕分け」の作業を見学し、町内会・自治会の活動について
のお話を伺います。

「宮前平駅前スペース ここわ」は、誰もが心地よく過ごせるコミュニティ
スペースです。午前中は誰でも参加できる講座を開催。午後は飲み物を
飲みながら交流して、ゆったりと過ごせる喫茶サロンとなっています。

まちなかの身近な空間「まちかど」で、いろいろな人がつくり出すお野
菜や雑貨にとどまらず、人々がもつ情報や専門知識などの素晴らしい資
源を皆で「シェア」したいという思いから、「まちかどマルシェ」から「ま
ちかどシェア」に発展しました。

内容

徒歩 15分程度・約 1.2km

15：00

「ここわサロン」の活動の話を聞こう

ここわで



■12 時半に鷺沼駅前に集合し、9 月 14 日に開催された「まち
かどシェア」の会場にもなった「住まいと暮らしのコンシェ
ルジュ」に立ち寄りました。中には“ダンボール図書館”が設
置されていて、店長さんからお話を伺うこともできました。

強い陽射しが降り注ぎ、熱中症が心配になるような晴天に恵まれました。予
定のコースを巡り終え、作業を手伝って町内会館の外に出たときには、すっ
かり日が暮れていました。

コース　 開催レポート２ コース担当
髙橋 瑛乃

ダンボール
　図書館▶



■地域子育て支援センターは、0 歳から小学校就
学前の乳幼児とその保護者を対象にした施設で
す。鷺沼小学校に隣接する「地域子育て支援セ
ンターさぎぬま」には、親子でゆったりと過ご
せる広いお部屋とお庭があります。「ぞうのへや」
に入り、みんなで集まりがあるときにいつも歌っ
ている「パンダうさぎコアラ」の手遊びの歌で
迎えられ、施設の利用の仕方を教えてもらいま
した。利用している親子の迷惑にならないよう
に２班に分かれて「ひよこのへや」「うさぎのへ
や」などを案内してもらい、子育て支援の現場
を見学しました。 ▲「パンダうさぎコアラ」を教わりました



■次に行った「鷺沼ふれあい広場」は、土橋
小学校、フロンタウンさぎぬま、さぎ沼なご
み保育園などとともに「カッパーク鷺沼」を
構成する施設のひとつ。広場の下には、広大
な鷺沼配水池や長沢浄水場から送られてくる
水の自然流下エネルギーを使って水力発電を
行っている鷺沼発電所、一部の水を配水する
土橋ポンプ場があり、暮らしを支えているこ
とを学んでから、広場を見学しました。広場
の中央は芝生になっており、大人気のじゃぶ
じゃぶ池では親子連れが遊んでいて、隣の土
橋小の授業でも使われているビオトープも案
内してもらいました。

▲川崎市上下水道局の担当者が案内しました

ビオトープ▶

◀じゃぶじゃぶ池



■宮前平駅前まで歩いて、「宮前平駅前スペース 
ここわ」に到着。駅からほど近い建物の２階に
あるこのサロンは、2007 年 4 月に障がいをも
つ人をはじめ、誰もが憩える場をめざして立ち
上げた場所で、様々な人たちに支えられて続け
てきたこれまでの経過や苦労したことなどを伺
いました。体操、絵画、お菓子作り、手芸、パ
ソコン、書道、コーラスなどの講座や講演会も
開催される温かい雰囲気のサロンは、市民ボラ
ンティアが運営。100 円の飲み物代は運営費に
充当されており、思い思いのドリンクを飲みな
がら、誰もがほっと一息つけて気軽に立ち寄れ
るこの場所の居心地の良さを体感しました。

■さらに、ここわサロンでは、「まちかどシェア」
の取組についてもお話を伺いました。鷺沼駅前
や宮崎台駅近くの宮崎おちば公園などで開催し
てきた「まちかどマルシェ」を更に一歩進め、
資源の宝庫である宮前区に点在するまちの資源
を持ち寄り、楽しさを広げることで、「まちはみ
んなで一緒につくろう！」という思いを込めて
「まちかどシェア」として、9 月 14 日に新たに
スタート。駅前で見た“ダンボール図書館”や、
子育て中のママのハンドメイド作品を扱うマル
シェなど、いろいろな企画をごちゃまぜにする
面白さを語っていただきました。

ここわサロン
小久保 富久子さん

宮前まち倶楽部
辻 麻里子さん

▲ハンドメイド作品



■土橋町内会の様々な活動の拠点となって
いる「土橋会館」で、毎月１回行われて
いる回覧物等の仕分け作業を体験しまし
た。土橋町内会のエリアは土橋１丁目か
ら 7 丁目までと広いため、世帯数も多く、
仕分ける市政だよりや回覧物もかなりの
量になります。広い町内会館内に整然と
並べられた大量の市政だよりやチラシの
仕分け作業を実際に手伝うことを通じて、
地域住民の親睦や住みよい地域を目指し
た環境・安全安心・防災活動など、様々
な地域活動を担っている町内会・自治会
の活動の一端を知ることができました。

土橋町内会
柴原 忠男さん

丁目によって束ね方も様々▶


